
尾張旭市議会議長殿

尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定により 9月定例会において別

紙のとおり質問したいので通知します。

なお、質問事項の件数及び質問方法は、下記のとおりです。
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別紙                    氏 名  大島 もえ    

質 問 事 項 

 

№  １   

熱中症警戒状況下の登下校時等の配慮について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

夏休みに入る前から熱中症警戒アラートが発令される日が続き、夏休み中

も連日のアラート発令状況下で部活動を控える日が続くなど、気候変化に日

常が追い付いていけない状況下にあります。 

中でも小中学生の登下校時の困難さには、従来からの学校からの距離や荷

物の重さに加えて暑さが加わっていることについて、保護者からも心配の声

が寄せられています。 

 命の危険につながる熱中症対策等、酷暑下での活動について、以下、方針

をお伺いします。 

 

（１）登下校時への配慮について 

ア 教科書等の教具・教材について 

イ 水分補給等について 

ウ 服装等について 

エ 下校判断について 

 

（２）水泳授業等見学時の対応について 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  大島 もえ    

質 問 事 項 

 

№  ２   

 小中学校での給食を食べる時間が足りないことによる「食べ 

たいのに食べ残す」状況や事故防止等の観点から時間確保に対 

する方針について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

小中学校での給食を食べる時間について、タイムアップによる「食べたい

のに食べ残す」状況があるという子供たちの声が届いています。 

「残さず食べる」ことによってはじめて、法律が定めた摂取すべきとされ

る栄養目標が達成できることに加え、「急いで食べる」ことが身に付いてし

まうことによる早食い習慣と健康の関係や、喉に詰まらせ窒息する危険性な

ど、いくつかの視点からも時間確保には子供たちにとっての必要性が十分に

あると考えられます。 

給食を残す原因を尋ねる調査によると「嫌いなものが出る」「量が多い」

「食べる時間が短い」の 3 つが上位にランクインするそうですが、食べ残し

の有無により強い影響を与えているのは「時間が足りない」が 1 位だそうで

す。  

学校給食を「食べる」ための時間を確保することが必要であると考え、そ

の方策について、以下お伺いします。 

 

（１）食べる時間を十分に確保することの意義・重要性への認識について 

 

（２）小中学生それぞれに「食べる」ために必要な時間の想定について 

 

（３）食べ残す児童数や食べ残す量の割合など現状の把握について 

 

（４）必要な時間が確保できているかどうかについて 

 

（５）時間割の中の掃除や給食等の順番の工夫について 

 

（６）給食の配膳時間を短くするなどオペレーションの工夫について 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  大島 もえ  

質 問 事 項 

 

№  ３   

学用品等の家計負担軽減や登下校の負担軽減、持続可能な環 

境のための資源活用等、多様な視点を背景に学校備品化につい

ての方針を伺う 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

現状、小中学校生活の中で、多くが個人で購入することになっている数々

の学用品について、学校備品化することが進められている他自治体の事例も

複数あります。 

学用品等の家計負担軽減や登下校の負担軽減、持続可能な環境のための資

源活用等、多様な視点を背景に、それらの移行は合理的であると考え、本市

での学用品の学校備品化についての今後の方針を伺います。 

 

（１）小中学生の学用品購入点数と費用総額について 

 

（２）就学援助費で賄える範囲であるかについて 

 

（３）「隠れ教育費」とも言われる学用品等の家計負担軽減の視点から 

  市から家庭への支援の考えについて 

 

（４）学用品それぞれの特性に照らして、個人持ちと学校備品化双方の適性

と考え方について 

 

（５）多子世帯が複数購入する現状へ配慮する取組について 

 

（６）登下校の持ち物の量を減らすための工夫について 

 

（７）「ものを大切に使う」実践としての考え方について 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名   大島 もえ    

質 問 事 項 

 

№  ４   

男女が共同して参画する民主政治の発展に寄与するために

「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」に示さ

れる地方公共団体の責務としての取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

平成30年(2018年)５月23日公布・施行された政治分野における男女共同参

画の推進に関する法律は、理念法でありましたが、令和３年(2021年)６月16

日に一部改正され、国、地方自治体、政党及び議会の責務が強化され、より

具体策に言及した内容になりました。 

この法律は、「社会の対等な構成員である男女が（中略）国又は地方公共

団体における政策の立案及び決定に共同して参画する機会が確保されること

が、その立案及び決定において多様な国民の意見が的確に反映されるために

一層重要となることに鑑み（中略）男女が共同して参画する民主政治の発展

に寄与することを目的とする」とされています。 

以下、自治体の責務の範囲における改正ポイントに沿って、取組状況とと

もに、今後の展望を伺います。 

 

（１）自治体の中の社会的障壁や共同参画推進の取組状況についての情報収

集努力義務に対する取組と今後の展望について 

 

（２）（１）の結果に基づいた施策を講じる責務に対する取組と今後の展望

について 

 

（３）セクハラ・マタハラ等の防止研修、相談体制等の整備の責務に対する

取組と今後の展望について 

 

（４）共同参画推進のため議会体験や知見提供の講演等を通した人材育成の

責務に対する取組と今後の展望について 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。                



 

5 

 

別紙                    氏 名   大島 もえ    

質 問 事 項 

 

№  ５   

個人の生き方を尊重できる少子化対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

直近令和２年の国勢調査をもとにした尾張旭市内約3.4万世帯の家族類型

は、約３分の１が夫婦とこども世帯、次いで単独世帯、夫婦のみの世帯、ひ

とり親と子どもの世帯と続き、家族のカタチも、生き方も多様化していま

す。 

自分らしく生き、互いに尊重し合える男女共同参画や価値観の多様性など

を考慮した令和の時代において、「本人の希望」と「主体的選択」という、

個人の生き方を尊重した上で「希望出生数」に現実を近づけるべく社会の豊

かさを追求していくことが、結果としての少子化対策になろうかと考えま

す。 

一方で昨今、市政運営にまつわる随所において「子育て支援」というワー

ドに、「少子化対策」が対になって登場し、更には、「婚活支援」も少子化

対策の一環として位置づけられるなどの議論も散見される状況に危機感を抱

き、以下の２つの観点を紹介し施政方針を確認いたします。 

１つ目は、参議院 2023年３月９日 予算委員会公聴会における恵泉女学園

大学学長の大日向雅美さんの発言に共感を寄せ引用します。 

「結婚は、愛する人と人生を共にするためにすべきものであって、少子化

対策ではないと思っています。子供を産むために結婚するわけではありませ

ん。不妊の方もいらっしゃいます。様々な事情で子供を持たない選択がなさ

る方もいらっしゃいます。多様な生き方をどれだけこの日本社会は認めてこ

なかったか。今、少子化対策という（中略）有事だと言われます。だからと

いって、結婚を後押しすればいいということでは私はないと思っています。

（中略）女性が本当に自分の人生を自分らしく生きられる、そしてそれを、

パートナーである男性も同じです、共に生きる、それが結果的に結婚という

形になれば、それはとても良いと思いますが、少子化対策に結婚の後押しと

いうことは私はうなずけません。」 

 ２つ目は、こどもを産むか産まないかは個人の自由であり尊重されるべき

人権であるというＳＲＨＲ（セクシャルリプロダクティブヘルス＆ライツ）

の理念です。 

少子化対策のゴールを人口増加という数字を追うことではなく、生き方支

援としての子育て支援や個人の生き方を尊重した社会の醸成を目的とする考

えについて、本市の見解及び認識を確認し、お伺いします。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


